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論 文 題 目 エキセントリック運動後のラット骨格筋における 
血管内皮細胞増殖因子の発現 
[研究目的] 
 高強度の運動（特にエキセントリック運動）をすると筋損傷をおこすことが報告さ
れている。筋損傷は筋線維が浮腫をおこし、血管透過性の増加により白血球やマクロ
ファージの浸潤によって崩壊した筋線維は除去され、新たな筋線維が再生する。近年、
筋の回復過程において血管内皮細胞増殖因子（Vascular Endothelial Growth Facto
r:VEGF）が再生筋線維に発現していることが報告された。VEGFは血管透過性を亢進さ
せる機能を有しており、筋の損傷・回復過程に深く関わっているものと思われる。し
かし、筋損傷時のVEGFの発現についてはいまだ明らかになっていない。筋が損傷する
ことによってVEGFが発現し、筋の回復にVEGFが機能していると仮定し、本研究はエキ
セントリック運動による筋損傷モデルにおけるVEGFの発現パターンを免疫染色法に
より明らかにし、筋の回復過程におけるVEGFの役割を明らかにすることを目的とし
た。 
[方法] 
 本研究ではWistar系雄ラット(297±8g)を用いた。電気刺激と運動負荷装置を用い
て、エキセントリック運動をラットの右後肢の前脛骨筋(TA筋)に40回負荷した。コン
トロール(cont.)を運動負荷していない左後肢のTA筋とした。運動後1,3,7,14日に筋
を摘出し、連続切片を作成した。筋損傷の評価のためにHE染色をおこなった。免疫染
色法によって、筋損傷部位におけるVEGFの発現を評価した。 
[結果および考察] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig 1.筋損傷の経時変化      Fig 2.VEGF発現(損傷筋線維)の経時変化 
エキセントリック運動による筋損傷は運動後3日において最も顕著であった(Fig 
1.)。形態学的には運動後1日から筋線維の浮腫が始まり、運動後3日には浮腫および
白血球の浸潤が多数く、運動後7日にいたると浮腫はほとんどなくなり、損傷した筋
線維の除去および再生筋線維が観察された。また、損傷筋線維に対するVEGFの発現は
運動後3日において、損傷を受けた筋線維に多数見られた(Fig 2.)。以上の結果より、
VEGFは損傷段階において発現し、損傷筋線維自体がVEGFを発現することによって、筋
の回復を促しているものと思われる。本研究によって、骨格筋におけるVEGFの役割に
関して、一つの見解を与えたのではないだろうか。 
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**p < 0.01 vs.cont.  
＃p < 0.05 vs.1day and 7days.  
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**p < 0.01 vs. 1day and 7days.
